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第１章  
研究の背景および目的  
近年，急速に高齢化が進む我が国において，死因の上位を占める心血管疾患（CVD）の
予防は、増大する医療費の抑制，および健康寿命の延伸を図るために重要な課題である．
習慣的な運動は体力を向上させ，CVD，高血圧症，脂質異常症，および糖尿病など様々な
慢性疾患に対し改善および予防的効果があるといわれている．しかし、体力と疾病に関す
る報告は欧米諸国のものが多く、日本人を対象とした報告はごくわずかである。また、運
動トレーニングと疾病に関する効果は、実験室の監視下で観察されており，公衆衛生的な
観点から考えると，地域社会における有効性を確認する必要がある． 
そこで、本博士論文は、藤沢市在住の中高齢者を対象に、健康関連体力およびCVD危険
因子との関係を検討し，日本の一般市民においても先行研究と同様な関係がみられるかど
うかを検証することを目的とした．さらに，藤沢市が実施する運動を中心とした健康増進
事業が，健康関連体力，およびCVD危険因子に対して改善効果があるかどうかを検証する
ことを目的とした． 
 
第２章   
日本人男女の健康関連体力と心血管疾患危険因子との関係：藤沢市在住の成人男女を対象
とした横断研究（研究１） 
本研究は、全ての健康関連体力（心肺体力，筋力／筋持久力，および柔軟性）と，各CVD
危険因子との関係を明らかにすることを目的に，30－79歳の男女528名（女性366名，男
性162名）を対象に検討を行った．その結果，年齢，喫煙状況，およびBMIで調整すると，
男女とも心肺体力が高い者はCVDリスクが低く，さらに女性は筋力，および筋持久力が高
い者ほど一部のCVDリスクが低いことが示された．また，CVD危険因子が2個以上該当す
るリスクは，男女とも心肺体力，筋力，柔軟性，および総合的な健康関連体力が最も高い
群で低かった．本研究の結果から，男女ともに全ての健康関連体力レベルを高く保つこと
は，CVDリスクの低減につながる可能性が示唆された．
 
 
第３章 
筋力系体力とメタボリックシンドロームとの関係（研究２） 
 本研究は，健康関連体力の中でもまだエビデンスが十分ではない筋力／筋持久力（MFS）
と，CVD の発症リスクが約 2 倍になるといわれているメタボリックシンドローム（MetS）
との関係を明らかにするために，30－79 歳の男女 544 名（女性 335 名，男性 209 名）を
対象に検討を行った．その結果，年齢，喫煙状況，飲酒量，および運動習慣で調整したと
ころ，男女とも MFS が低いと MetS の該当割合が高かった．また，MFS が低いと MetS
危険因子である腹囲が高く，HDL-c が低かった．本研究の結果から，男女とも筋力，およ
び筋持久力を高く保つことが，CVD 発症リスクの一つである MetS の発現を低下させる可
能性が示唆された． 
 
第４章 
自治体が実施するトレーニング事業への参加頻度が健康関連体力および心血管疾患危険因
子に及ぼす影響（研究３） 
 本研究は，藤沢市で行っている健康づくりトレーニングが健康関連体力を増加させ，
CVD リスクの低減につながるかどうか，また，効果が得られるトレーニングの実施頻度に
ついて明らかにすることを目的とした．30－79 歳の男女 360 名（女性 226 名，男性 134
名）を対象に，トレーニングの実施頻度によって 3 群に分類し（L 群：1－2 回／月，M 群：
3 回／月，H 群：4 回以上／月（週 1 回以上））検討した．トレーニングは柔軟体操，有酸
素運動，およびレジスタンス運動によって構成され，1 回のトレーニングはおよそ 4 エク
ササイズ（メッツ・時）の運動量に相当した．その結果，CVD 危険因子は女性の TG での
みトレーニングへの参加頻度が高い群ほど改善傾向がみとめられたが，その他の危険因子
ではトレーニングへの参加頻度の違いによる効果は認められなかった．健康関連体力は男
女とも V
．
O2max，女性は上体起こし，男性は握力においてトレーニングへの参加頻度が高
い群の方が有意に増加した．これらの結果から，藤沢市で行っているトレーニングを週 1
回以上行うことは，健康関連体力を増加させ，CVD リスクの低減につながる可能性が示唆
 
 
された． 
 
第５章 
総括論議 
これらの結果から、藤沢市在住の中高齢者において心肺体力，および筋力系体力を高く
保つことは，CVDリスクおよびMetSの該当を低下させる可能性が示された．また，藤沢
市が実施する健康増進事業（健康づくりトレーニング）は心肺体力，および筋力系体力を
高め、その効果は週1回以上実施した群ほど高かった。 しかし、研究1，および2は横断研
究であるため，その因果関係を証明するためには縦断研究を行う必要がある．また、研究
3において，藤沢市の健康増進事業の有効性が示されたが，多くの市民が実施・継続する
ことが重要であり、地域社会における運動の実施および継続を図る仕組みづくりが今後の
課題である． 
 
